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文化審議会答申（重要文化財（美術工芸品）の指定）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は，１０月１５日（金）に開催された同審議会文化

財分科会の審議・議決を経て，７件の美術工芸品を重要文化財に指定することについて，

文部科学大臣に答申しましたので，お知らせします。 

この結果，官報告示の後に，重要文化財は１０，８２０件となる予定です。 

詳しくは，別添の資料｢Ⅰ．答申内容｣ ｢Ⅱ．解説｣ ｢Ⅲ．参考｣を御覧ください。 

 

 

＜担当＞ 文化庁文化財第一課 

 課 長        鍋島 豊  （内線 2884） 

  課長補佐         山田 隆志 （内線 2933） 

主任調査官（彫刻の部）  奥  健夫 （内線 2891） 

主任調査官（古文書の部）  藤田 励夫 （内線 2888） 

調 査 官（歴史資料の部）地主 智彦 （内線 2893） 

審議会係         乾  真穂 （内線 4908） 

電話：03-5253-4111（代表） 

   03-6734-4908（直通） 

 



Ⅰ．答申内容

重要文化財（美術工芸品）の指定

＜彫刻の部＞
（有形文化財を重要文化財に ３件）

① 木造十一面観音立像（本堂安置） １軀
もくぞうじゅういちめんかんのんりゅうぞう ほんどうあん ち

② 木造弥勒菩薩坐像 １軀
もくぞう み ろく ぼ さつ ざ ぞう

像内に元亨二年九月等の銘がある
げんこう

③ 木造金剛力士立像（二王門安置） ２軀
もくぞうこんごうりき し りゅうぞう に おうもんあん ち

＜古文書の部＞
（有形文化財を重要文化財に １件）

① 多賀城跡出土漆紙文書 １５１点
た が じょうあとしゅつ ど うるしがみもんじょ

＜歴史資料の部＞
（有形文化財を重要文化財に ３件）

① 鉄道省営乗合自動車 １両
てつどうしょうえいのりあいじ ど う し ゃ

昭和五年、東京瓦斯電気工 業株式会社製
とうきょう が す で ん きこうぎょうかぶしきがいしゃせい

② ゐのくち渦巻ポンプ １台
うずまき

明治四十五年、合資会社国友機械製作所製

③ キハ四二〇五五号気動車（キハ〇七形四一号気動車） １両
ごうきど うしゃ

昭和十二年、日本

車輌製造株式会社製
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Ⅱ．解 説

重要文化財（美術工芸品）の指定

＜彫刻の部＞

（有形文化財を重要文化財に ３件）

① 木造十一面観音立 像（本堂安置） １軀
もくぞうじゅういちめんかんのんりゅうぞう ほんどう あ ん ち

【所有者】宗教法人百済寺（滋賀県東近江市百済寺町３３２）
ひゃくさいじ

【法 量】像高２４９．０センチメートル

湖東の古刹として知られる百済寺の本堂（重要文化財）厨子内に安置される秘仏本尊
こ さ つ ず し

像。扁平な正面観は、画像の立体化に慣れていない半専門的な造仏僧などの手になるこ

とを思わせるが、胸幅を広くとり胴部を締めた体型や、肉付けの大らかな起伏と自然な

動きのある後ろ姿に奈良時代風がうかがえ、製作年代は８世紀後半に遡るとみられる。

当代の在地社会の造像を考えるうえで見逃し難い作例と評価される。表面漆箔がよく残

る保存状態の良好さも賞される。

（奈良時代）
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② 木造弥勒菩薩坐像 １軀
もくぞう み ろ く ぼ さつ ざ ぞ う

像内に元亨二年九月等の銘がある
げんこう

【所有者】宗教法人西大寺（奈良県奈良市西大寺芝町１－１－５）
さいだいじ

【法 量】像高２８０．５センチメートル

丈 六の弥勒菩薩像で、像内銘により元亨２年（１３２２）の製作と知られ、同年の叡尊
じょうろく えいそん

３３回忌に合わせての造像とみられる。銘文に仏師名はみえないものの、作風より

１３１０～２０年代に各地の西大寺末寺の造像を多く手掛けた奈良仏師康 俊の作であ
こうしゆん

ることが確実である。鎌倉末期の記念碑的大作であることに加え、本山である西大寺に

伝わる唯一の遺品で、同人の代表作と評価される。

（鎌倉時代）
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③ 木造金剛力士立 像（二王門安置） ２軀
もくぞうこんごう り き し りゅうぞう に お う も ん あ ん ち

【所有者】宗教法人石手寺（愛媛県松山市石手２－９－２１）
い し て じ

【法 量】像高 阿形２５６．６センチメートル 吽形２４９．３センチメートル

石手寺二王門（国宝）に安置される二王像。二王門は文保２年（１３１８）の建立で

あるが、像は写実を踏まえた力強い作風に鎌倉盛期運慶派の特徴を示す。

仁治元年（１２４０）の年紀のある紙片が近世修理で見出された記録があり、これを

製作年代とみてよい。門とともに伝来した当代二王像の秀作として注目される。

（鎌倉時代）
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＜古文書の部＞

（有形文化財を重要文化財に １件）

① 多賀城 跡出土漆紙文書 １５１点
た が じょうあとしゅつどうるしがみもんじょ

【所有者】宮城県（宮城県仙台市青葉区本町３－８－１）

宮城県多賀城跡調査研究所・東北歴史博物館保管

昭和４５年、多賀城跡で日本で初めて大量の漆紙文書が発掘された。漆紙文書は、

漆容器の蓋として再利用された古文書に漆が染み込み、地中で腐らずに残ったものであ

る。赤外線撮影等による詳細な調査の結果、古文書であることが判明し、この発見以後、

全国各地で漆紙文書の発見が相次いでいる。これらは、長く地中にあったことから、

木簡と並んで、書かれた時代が確実に特定できる稀有な史料である。

多賀城は古代陸奥国国府・鎮守府であることから、これらの漆紙文書は物品の貢進や
むつのくにこくふ ちんじゅふ

請求に関わる文書・田籍文書・計 帳など公文書の多い点が特色である。さらに暦や典
でんせき けいちょう

籍を書き写したものなど多様な内容である。日本史研究に漆紙文書という新たな史料を

提供した点において、またこれにより東北古代史研究を格段に進めた点で、たいへん貴

重である。

（奈良～平安時代）

計 帳 歴 名（9世紀後半）、土器に貼り付いた漆紙文書。右は赤外線写真
けいちょうれきみょう

（東北歴史博物館提供）
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＜歴史資料の部＞

（有形文化財を重要文化財に ３件）

① 鉄道省営乗合自動車 １両
てつどうしょうえいのりあいじ ど う し ゃ

昭和五年、東 京瓦斯電気工 業株式会社製
とうきょう が す で ん きこうぎょうかぶしきがいしゃせい

【所有者】東海旅客鉄道株式会社（愛知県名古屋市中村区名駅１－１－４ＪＲセントラルタワーズ）

リニア・鉄道館保管

昭和５年、鉄道省は岡崎（愛知県）～多治見（岐阜県）間、及び途中の瀬戸記念橋（愛

知県）～高蔵寺（愛知県）間に初めて乗合自動車を運行した。本車輌は鉄道省主導のも

と東京瓦斯電気工業株式会社（現いすゞ自動車株式会社、一部は日野自動車株式会社な

ど）が製造した車輌で、同区間に最初に導入された７両のうち現存する唯一の車輌であ

る。昭和１２年４月まで使用され、走行キロ数は２５万キロメートルに達した。

全長約６．９８メートル、全幅約２．１３メートルと大型の乗合自動車として設計さ

れ、点火装置、発電機など一部の部品に外国製品を用いたものの、高性能のガソリン機

関などほとんどの部品は国内にて製造された。

運行にあたっては、保守点検や修理の方法を含め、様々な制度や仕組みも整備された。

我が国における乗合自動車事業が発展していく上で、また乗用自動車の国産化において

多大な貢献を果たした本車輌の先駆性や規範性は高く評価され、交通史上、産業技術史

上に価値が高い。

（昭和時代）
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② ゐのくち渦巻ポンプ １台
うずまき

明治四十五年、合資会社国友機械製作所製

【所有者】公益財団法人明治村（愛知県犬山市内山１）

博物館明治村保管

東京帝国大学工科大学機械工学科教授の井口在屋（１８５６～１９２３）が研究した
いのくちありや

理論に基づき、教え子の畠山一清（１８８１～１９７１）が所属する合資会社国友機
はたけやまいっせい くにとも

械製作所が明治４５年に製造した渦巻ポンプである。

鉄製、鋳造、両吸込式で、口径は１５インチである。中央部に回転する羽根車と固定

される案内羽根をもち、外縁部に環状の渦巻室を配する構造により、ポンプ効率の向上
あ ん な い ば ね

を達成した。本ポンプはその優れた機能性により２０世紀前半を中心に多量に製造され、

農業、鉱工業など諸産業の発展や、上下水道など生活基盤の充実に貢献した井口式渦巻

ポンプの最初期かつ現存最古の伝存例である。また、教官が西洋の渦巻ポンプの理論を

整理、体系化し、弟子が製品化、量産化を達成した高等教育モデルの成功例でもあり、

我が国の機械工学史、社会経済史上に重要である。

（明治時代）
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③ キハ四二〇五五号気動車（キハ〇七形四一号気動車） １両
ごうきどうしゃ がた ごう き どうしや

昭和十二年、日本
にっぽん

車輌製造株式会社製
しゃりょうせいぞうかぶしきかいしゃせい

【所有者】九州旅客鉄道株式会社（福岡県福岡市博多区博多駅前３－２５－２１）

九州鉄道記念館保管

本車輌は、鉄道省が発注し、昭和１０年から同１２年にかけ、キハ４２０００形式と

して合計６２両が製造された旅客用の機械式気動車のうちの１両である。戦前は大阪府

の宮原機関区、戦後は名古屋や高岡機関区などに所属したのち、昭和３２年に大分県
みやは らきかんく

豊後森機関区に転属し、宮原線にて昭和４４年まで使用された。この間、昭和２７年
ぶんごもり みやのはるせん

に機関をガソリンからディーゼルに換装した。

全長１９メートルの半鋼製車輌で、当初の定員は１２０名であった。昭和戦前期の流

行であった流線型車体の本車輌は、車体や内装の多くに製造時の姿をとどめ、昭和初期

の旅客車の現存例として重要である。なかでも機械式の変速装置が残される唯一の同形

車輌として注目される。車体の大型化と軽量化、ガソリン機関の出力向上と運行速度の

高速化、車輌の国産化と標準化を達成したキハ４２０００形気動車として、我が国の気

動車の技術発達史を俯瞰するうえで貴重であり、鉄道史、社会・経済史、科学技術史上

に重要である。

（昭和時代）
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○国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定件数 

 

     事 項 

 

種 別     

新規指定件数  

合   計 
国   宝 重要文化財 

絵   画 ０ ０     ２，０４２（１６６） 

彫   刻 ０ ３     ２，７２６（１４０） 

工  芸  品 ０ ０     ２，４７１（２５４） 

書跡・典籍 ０ ０     １，９２０（２２９） 

古  文  書 ０ １         ７８１（ ６２） 

考古資料 ０ ０        ６５２（ ４８） 

歴史資料 ０ ３         ２２８（  ３） 

合    計 ０ ７   １０，８２０（９０２） 

（注）合計欄括弧内の数字は国宝の件数で，内数である。 

※重要文化財の分割による件数増が発生するため，合計欄は必ずしも既指定件数と新規指定件数

の合計とならない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．参 考 

 9 


